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戦争は人の心の中に生まれるも のであるから 、 人の心の中にこ そ平和のと り でを築かなければなら ない。 相互
の風習と 生活に関する無知は、 人類の歴史を通じ て世界中の人々の間に疑惑と 不信を引き 起こ し た共通の原因
であり 、 こ の疑惑と 不信のために、 世界中の人々の差異があまり にも 多く の戦争を引き 起こ し た。 先ごろ 終結
し た大規模で恐ろ し い戦争は、 尊厳、 平等、 人間の相互的尊敬と いっ た民主主義の原則を否定するこ と によっ
て、 またそれぞれの場所で、 無知と 偏見と に起因する人間と 人種は不平等なも のであると する思想によっ て、
起こ り えた戦争であっ た。 （ ･･･）
（ ユネスコ 憲章前文・ 抜粋）

96 ① 北海道・ 北東北の縄文遺跡群

『 北海道・ 北東北の縄文遺跡群』 は農耕生活以前の先史時代の人々の複雑な精神文化を表す17の考古学遺跡で
構成さ れる。 こ のシリ アル・ ノ ミ ネーショ ン・ サイ ト は、 紀元前13, 000年から 紀元前400年までの間に、 北東
アジアで発展し た狩猟・ 漁労・ 採集社会による定住の開始、 発展、 成熟を示し ている。 縄文人は農耕社会に移
行するこ と なく 、 気候の温暖化や寒冷化と いっ た環境の変化に適応し ながら 、 狩猟・ 漁労・ 採集を基盤と し た
生活を継続し た。

96 ② 平泉－仏国土（ 浄土） を表す建築・ 庭園及び考古学的遺跡群－

『 平泉－仏国土（ 浄土） を表す建築・ 庭園及び考古学的遺跡群－』 は聖なる金鶏山と 中尊寺の金色堂を含む5
つの資産から 構成さ れる。 それは、 平泉が日本北部の行政的中心であり 、 京都と 張り 合っ た頃、 すなわち11・
12世紀にさ かのぼる行政機関の遺構を特徴と し ている。 その外観は、 8世紀に日本で広まっ た仏国土（ 浄土）
の宇宙観を基にし ている。

96 ③ 佐渡島の金山

佐渡島の金山は、 新潟県沿岸部から 西へ約35キロ離れた佐渡島にあるシリ アル・ サイ ト である。 機械化さ れて
いない採掘方法を示す3つの異なる資産で構成さ れている。 佐渡島の金山は、 徳川幕府の安定し た支配を支え
た最大かつ最も 重要な金鉱山であっ た。 幕府の鎖国政策のため、 採掘は大規模な機械化さ れていない方法に
頼っ ていた。

96 ④ 日光の社寺

「 日光の社寺」 は、 2つの神社（ 東照宮と 二荒山神社） と ひと つの仏教寺院（ 輪王寺） 内にある、 103の宗教建
築によるひと まと まり の集合体である。 こ れら は周囲の環境と と も に、 伝統的な日本の宗教的中心地の好例を
なし ており 、 人間と 自然と の関係と いう 神道の考え方に結びついている。 東照宮と 輪王寺の大猷院の権現造り
は、 江戸時代の建築表現の頂点である。

97 ⑤ 富岡製糸場と 絹産業遺産群

こ の資産は19世紀後半に設立さ れた、 歴史的な養蚕と 製糸の施設集合体である。 生糸の生産における異なる段
階に応じ た4つの資産によっ て構成さ れる。 器械的・ 産業的な専門知識がフ ラ ンスから 輸入さ れた巨大な生糸
の工場である富岡製糸場、 繭の生産を行う 養蚕場の田島弥平旧宅、 養蚕知識の普及のための教育機関である高
山社跡、 そし て蚕種（ 卵） を保存するための貯蔵施設である荒船風穴の4つである。

97 ⑥ ル・ コ ルビュ ジエの建築作品： 近代建築運動への顕著な貢献

建築家ル・ コ ルビュ ジエの作品から 選ばれた、 17件のト ラ ンスバウンダリ ーかつシリ アル・ ノ ミ ネーショ ンの
資産は日本を含む7ケ国におよんでいる。 新し いコ ンセプト を反映し 、 それら が一体と なっ て世界中に近代建
築運動の理念を広めたと いう 意味においてどれも 革新的なも のである。 東京の国立西洋美術館は、 平坦な屋
根、 正方形の形状、 コ レク ショ ンの増大に応じ てら せん状にフ ロアの拡張ができ るら せん状の通路と 平面図を
も つ、 「 無限成長美術館」 と し て特筆に値する建築である。
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97 ⑦ 富士山―信仰の対象と 芸術の源泉

マウント フ ジと し て世界的に知ら れる富士山は、 長き にわたり 信仰の対象であり 、 芸術家や詩人を刺激し てき
た。 富士山の雄大な形状と 断続的な火山活動が引き 起こ す畏怖は、 山頂の登り 降り による信仰も 含んだ、 神道
と 仏教、 人間と 自然、 象徴的な死と 再生を結びつける宗教的実践へと 変化し ていっ た。 北斎と 広重によっ て富
士山が描かれた19世紀の浮世絵は、 ヴァ ン・ ゴッ ホのよう な西洋の芸術家に大き な衝撃をも たら し た。

97 ⑧ 白川郷・ 五箇山の合掌造り 集落

白川郷の荻町と 五箇山の相倉・ 菅沼は、 合掌造り 住宅が本来の場所のまま保存さ れている村の、 希少な実例で
ある。 こ れら の小さ な村々は、 富山県と 岐阜県を流れる庄川に沿っ たエリ アで発展し た。 岩のごつごつと し た
高い山々に囲まれ、 こ れら 3つの村々は豪雪地帯に人里はなれて孤立し ていた。 合掌造り の住宅は、 高度に合
理的な構造法を用いた、 特徴的な家屋様式によっ て建てら れているが、 こ う し た自然環境に適応し て進化し た
も のである。

98 ⑨ 古都京都の文化財

古都京都の文化財は、 京都周辺にある17の資産から 構成さ れる。 昔の中国の首都を見本に、 794年に平安京と
し て建てら れると 、 19世紀中ごろ まで、 京都は皇国の首都と し て機能し ながら 、 文化的中心と し ての役割を果
たし た。 17の構成資産はひと まと まり になっ て、 かつての首都の歴史と 文化についての明瞭な理解をも たら す
も のである。 たと えば、 室町時代に建てら れた慈照寺と 天龍寺は、 「 わび」 「 さ び」 と 呼ばれるき わめて日本
的な美的感覚を反映し ている。

98 ⑩ 古都奈良の文化財

奈良は710年から 784年にかけて平城京と し て日本の首都であっ た。 こ の期間に国政の枠組みが確立さ れ、 奈良
は繁栄を享受し 、 日本文化の源泉と し て現れている。 本遺産の構成資産は、 ひと つの考古遺跡、 5つの仏教寺
院、 ひと つの神社、 そし て関連する文化的な景観を含んでいる。 ひと まと まり と し て、 こ れら の場所は、 8世
紀の日本の首都における信仰と 暮ら し についての、 鮮やかでわかり やすいイ メ ージ図をも たら し ている。

98 ⑪ 法隆寺地域の仏教建造物群

法隆寺地域の仏教建造物群は、 ２ つの寺院にある48の木造建造物から 構成さ れる。 その47は聖徳太子の名で知
ら れる厩戸王が始めに建立し た法隆寺にあり 、 ひと つは法起寺にある。 寺院内にある7世紀後半あるいは8世紀
にさ かのぼるこ と のでき る11の建造物は、 現存する世界で最も 古い木造建築のいく つかと なっ ている。 アテネ
のパルテノ ン神殿に類似し ているそれら の建築の回廊の柱は、 ヘレニズムから の影響を伝えている。

98 ⑫ 紀伊山地の霊場と 参詣道

紀伊山地の深い森の中に置かれた吉野・ 大峯、 熊野三山そし て高野山の3つの霊場は、 日本における自然崇拝
の古来から の伝統に根付いた神道と 、 仏教と の融合を証明するも のである。 霊場と 紀伊山地の森の景観は一体
と なっ て、 過去1, 200年以上にわたり 存続し 極めてよく 記録さ れてき た霊山の伝統を示し ている。 宗教建築と
豊かな自然が共存し ているこ と により 、 こ の資産は日本で初めての文化的景観と し て登録さ れた。

99 ⑬ 百舌鳥・ 古市古墳群

大阪平野の台地上に位置する49基の古墳（ 日本の埋葬用の土塁） は、 日本の3世紀から 6世紀における古墳時代
のき わめて重要な物証である。 こ れら の古墳は、 その時代の社会階級の違いを証明し 、 また高度に洗練さ れた
埋葬システムの証拠を示し ている。 大き さ において実に様々な種類をも つ葬送用の土塁である古墳は、 かぎ穴
形、 ホタ テ貝形、 方形、 円形など幾何学的に精巧なデザイ ンと なっ ている。

99 ⑭ 姫路城

将軍時代の初期にさ かのぼるこ と のでき る、 高度に発達し た防衛システムと 創意工夫に富んだ防御機構を備え
た83の建築物を含む姫路城は、 17世紀初頭における日本の城郭建築の、 現存する優れた実例である。 それは木
造建築の傑作であり 、 機能性と 美し さ を結びつけるも のである。 白漆喰の壁によっ て統一さ れたその優美な外
観は、 こ の城に白鷺城と いう 名前をも たら し ている。



99 ⑮ 石見銀山遺跡と その文化的景観

本州の南西に位置し 、 考古的な鉱業遺跡、 住居跡、 城塞、 輸送路、 輸出港から なる石見銀山は他に類をみない
集合体であり 、 銀鉱業に関係する優れた土地利用を示し ている。 朝鮮を経て中国から 導入さ れたアジアの灰吹
法の発展を通じ て高品質な銀の大量精製が可能になっ たこ と で、 東洋と 西洋の間で価値のあるも のの交易がで
き るよう になっ た。

99 ⑯ 広島平和記念碑（ 原爆ド ーム）

当初チェ コ の建築家ヤン・ レツルによっ て設計さ れた広島平和記念碑（ 原爆ド ーム） は、 1945年8月6日に最初
の原爆が炸裂し た地域で唯一残っ た建造物である。 それは爆破を受けた直後と 同じ 状態のままで保存さ れてい
る。 人類が生み出し た最も 破壊的な力の、 赤裸々で力強いシンボルであるだけでなく 、 核兵器の根絶と 世界平
和への願いを表現するも のである。

100 ⑰ 厳島神社

厳島は遠い昔から 神道の聖地である。 こ の地で最初の神社建築は、 6世紀に建てら れたと みら れている。 現存
する神社は12世紀に、 時の最高権力者であっ た平清盛によっ て整備さ れた。 資産には17の建造物、 2つの寝殿
造り の神社集合体（ メ イ ンの神社をなす本社と 、 摂社客神社） を形作る3つの別の建造物、 また付随する建物
と 弥山の周り の森林地区も 同様に含まれる。

100 ⑱ 『 神宿る島』 宗像・ 沖ノ 島と 関連遺産群

沖ノ 島は日本における神聖な島を崇拝する伝統の貴重な事例である。 こ の島に保全さ れている考古遺跡群はほ
と んど手つかずの状態で、 4世紀から 9世紀のあいだにこ の地で行われてき た祭祀がどのよう に変化し てき たか
の年代ごと の記録を提供し ている。 多く の奉献品は海外から も たら さ れた素晴ら し い細工品で、 日本と 朝鮮半
島、 アジア大陸と の頻繁な交易の証拠を示すも のである。

100 ⑲ 長崎と 天草地方の潜伏キリ シタ ン関連遺産

12の構成資産から なるこ の遺産は、 17世紀から 19世紀におけるキリ スト 教の禁教期と 、 1873年の公的な禁教解
除以降のキリ スト 教共同体の再生の歴史を示し ている。 こ れら は長崎地方で禁教期も 密かに信仰を伝えてき た
潜伏キリ シタ ンによっ て育まれた文化的伝統の独自な証し を含んでいる。

100 ⑳ 明治日本の産業革命遺産　 製鉄・ 製鋼、 造船、 石炭産業

主に日本の南西、 九州・ 山口県に集中する一連の産業遺産は、 西洋から 非西洋国家への最初に成功し た産業化
伝達を象徴するも のである。 シリ アル・ ノ ミ ネーショ ンと し て登録さ れた、 こ れら 23の資産は1850年代から
1910年までのたっ た50年ばかり と いう 短い期間に達成さ れた、 急速な産業化における3つの段階を示し てい
る。 1910年以降、 多く の資産は完全に自立し た産業複合施設になっ ていき 、 その中のいく つかは今も 稼働中で
あるか、 稼動し ている施設の一部と なっ ている。

101 ㉑ 琉球王国のグスク 及び関連遺産群

5つのグスク 、 2つの関連するモニュ メ ント 、 そし て2つの文化的な景観が、 500年に及ぶ琉球の歴史（ 12～17世
紀） と 文化を象徴する資産の構成要素と し て含まれている。 12世紀以降、 按司と し て知ら れる豪族たちが姿を
現す。 彼ら は一族のため自身の居住地を城塞へと 変えて居住地の防御を拡充し ており 、 グスク と いう 言葉はこ
れら の優れた城を形容するために使われた。

101 ㉒ 知床

知床半島は、 日本の最北部にある島北海道の北東に位置する。 それは海と 地上の生態系の相互関係と 、 また北
半球で最も 低緯度で形成さ れる季節海氷に多大な影響を受けた、 莫大な生態系の産出力についての比類なき 実
例を示し ている。 こ の相互関係は、 早春の植物プラ ンク ト ンのを大発生を含む、 知床の海の生態系を支える初
期段階の栄養の断続的な生成をも たら し ている。

101 ㉓ 白神山地

本州北部の日本海に沿っ て標高100mから 1, 243mまでに位置する、 白神山地の1/3を覆う 原生の地区が登録資産
である。 日本海に沿っ た内地の豪雪環境を反映し 、 白神山地は1万2, 000～8, 000年前から 東アジアで最大のブ
ナの単一種支配林であっ た。 500種を超える多様な植物相をも つユニーク な植物の共同体は、 貴重な鳥類の生
息地でも ある。



101 ㉔ 小笠原諸島

ひと 続き の資産は、 北から 南へ約400kmにわたり 広がる5つの構成要素から なり 、 小笠原諸島の3つの島のグ
ループに位置づけら れる30以上の島々を含んでいる。 その隔離さ れた立地条件のおかげで、 島々は、 オガサワ
ラ オオコ ウモリ や陸生貝類、 維管束植物を例と する高い固有性によっ て明ら かな、 海洋島における生態系の現
在進行形の進化プロセスの比類なき 実例を示し ている。

102 ㉕ 屋久島

屋久島は、 山がちな島の中央から 延びる原始的・ 典型的な雨林である。 九州の最南端から 60km離れている島
は、 旧北区と 東洋の生物相をも つ地域と の境界に位置し ている。 2, 000m級の山を抱いている屋久島の生態系
は、 海岸沿いの植物から 山頂付近の高層湿原や冷温帯性ササ草原まで広がっ ており 、 連続する植物の垂直分
布に起因する豊かな生物多様性を誇っ ている。

102 ㉖ 奄美大島、 徳之島、 沖縄島北部及び西表島

中新世に列島がユーラ シア大陸から 切り 離さ れた結果、 小さ な島々が島嶼を形成し 、 沖縄ト ラ フ の形状ができ
た。 陸生生物はこ れら の島々に隔離さ れたこ と で、 ユニーク な形態に進化し 、 豊かな生物相を築いた。 こ の遺
産は高い生物多様性の価値を有し ており 、 固有種の比率も 非常に高く 、 そのう ちのいく つかは世界的に絶滅が
危惧さ れている。 例えば、 絶滅危惧種のアマミ ノ ク ロウサギやケナガネズミ は太古の種族であるこ と を示し て
おり 、 世界中のどこ にも 生き た近縁種はいない。

129 ① ゴレ島

ゴレ島はセネガルの沖、 ダカ ールに向かい合う よう に浮かんでいる。 15世紀から 19世紀まで、 こ こ はアフ リ カ
沿岸で最大の奴隷貿易の中心地であっ た。 フ ラ ンス植民地における貿易の撤廃まで、 ヨ ーロッ パ諸国の度重な
る支配を受けてき たこ の島は、 12を超える奴隷の家から なる倉庫であっ た。 ゴレ島は現在、 アフ リ カ のディ ア
スポラ における巡礼の目的地であり 、 西洋と アフ リ カ が触れ合う 入り 口であり 、 和解と 赦免についての理想を
巡っ ての対立を通じ た、 文化間の交流と 対話のための空間なのである。

129 ② ト ンガリ ロ国立公園

ト ンガリ ロ国立公園の中心部に位置する山々は、 マオリ 族にと っ て文化的・ 宗教的重要性をも ち、 こ の共同体
と その環境と の霊的なつながり を象徴し ている。 1993年、 ト ンガリ ロは、 文化的景観に言及する基準が改正さ
れた世界遺産リ スト に登録さ れた最初の資産と なっ た。 公園には活火山と 死火山があり 、 多様性に富んだ生態
系があり 、 国鳥キウイ だけでなく ニュ ージーラ ンド に固有のオウムであるカ カ と いっ た鳥類に特に豊かな多様
性を 誇る。 火山が形成する壮大な風景は、 ト ンガリ ロ（ 1, 968m） 、 ナウルホエ（ 2, 291m） 、 ルアペフ
（ 2, 797m） と いう 3つの2, 000m級の山頂を含んでいる。

129 ③ パパハナウモク アケア

パパハナウモク アケアは、 小さ く て平坦な島々と 環礁から なる、 広大で周囲から 隔離さ れた線上の群島であ
る。 ハワイ の本島から 北西約250kmに位置し 、 およそ1, 931kmにわたり 広がっ ている。 こ のエリ アは、 太古から
の環境と し て、 また人間と 自然と が親族と し てつながり をも つと いう 、 ハワイ 的な観念が具体化し た場所と し
て、 原住のハワイ 文化にと っ て空間的・ 伝統的に深い重要性をも つ。 こ の場所は生命が始まる場所と し て、 ま
た死後に魂が還ると こ ろ だと 信じ ら れている。 群島のなかの2つ、 ニホアと マク マナマナにはヨ ーロッ パ人の
入植前の定住と 利用に関する考古遺跡がある。



169 ① プラ ハの歴史地区

11世紀から 18世紀の間にヴルタ ヴァ 川沿いに建造さ れた旧市街、 小市街、 新市街は、 中世以来こ の街にも たら
さ れた大き な建築的・ 文化的影響を伝える。 プラ ハ城や聖ヴィ ート 大聖堂、 城の前のフ ラ ッ チャ ニ広場、 左岸
にあるヴァ ルト シュ テイ ン宮殿、 ゴシッ ク 様式のカ レル橋、 ロマネスク 様式の聖十字架教会のロト ゥ ンダ、 ス
タ レー・ ムニェ スト （ 旧市街） にあるゴシッ ク 最盛期の聖ヤコ ブ教会と いっ た多く の壮大な建造物は、 こ の中
世都市における豊かな建築の歴史と その進化を語っ ている。

169 ② ヴァ ティ カ ン市国

キリ スト 教世界でも っ と も 聖なる場所のひと つ、 ヴァ ティ カ ン市国は偉大な歴史と 、 途方も ない精神的冒険と
を証言するも のである。 芸術的・ 建築的傑作の無二のコ レク ショ ンが、 こ の小さ な国の登録範囲内に並ぶ。 そ
の中心は、 宮殿と 庭園に隣接し 、 前方に二重の列柱と 円形の広場をも つサン・ ピエト ロ大聖堂である。 聖ペテ
ロの墓の上に建てら れた聖堂は、 世界最大の宗教建築であると と も に、 ブラ マンテやラ フ ァ エロ、 ミ ケラ ン
ジェ ロ、 ベルニーニ、 マデルノ と いっ た天才たちの協働の成果である。

169 ③ メ テオラ の修道院群

ほと んど登るこ と のでき ないよう な砂岩の頂き が連なる地域に、 11世紀以降、 修道士たちはこ れら 「 空の柱」
の上に定住し た。 途方も ない難儀に関わら ず、 15世紀に世俗を離れると いう 理想のあり 方が再燃し た折に、 24
のこ れら の修道院が建てら れた。 こ こ にある16世紀のフ レスコ 画は、 ビザンティ ン美術後期の発展における重
要な段階を印づけるも のである。 残り のも のは広く 廃墟と なっ ているが、 最大のメ タ モルフ ォ シス修道院を含
む6つの修道院は、 今日も なお活動し ている。 こ れら のほと んどが高い崖に置かれており 、 現在では岩を切り
出し た階段によっ て登るこ と ができ る。 メ テオラ の修道院群における僧侶の人口は2015年時点で4つの修道院
にいる15名の修道士と 、 2つの修道院にいる41名の修道女を含む、 66名と なっ ている。

179 ① イ スフ ァ ハーンのイ マーム広場

イ マーム広場は、 南北と 東西に走る主要道が交差するイ ラ ン中央部の都市イ スフ ァ ハーンの中心にある都市広
場である。 17世紀初頭にアッ バース1世によっ て造ら れた広場は、 一連の２ 階建てアーケード によっ てつなげ
ら れた巨大建造物によっ てすべての側面が区切ら れており 、 イ マームのモスク やシャ イ フ ・ ロト フ ォ ッ ラ ー・
モスク 、 カ イ セリ ーヤ門や15世紀のティ ムール朝の宮殿によっ て知ら れている。 こ れら はサフ ァ ヴィ ー朝時代
のペルシアにおける社会的・ 文化的生活の水準を見事に証言するも のである。

179 ② エローラ ーの石窟寺院群

エローラ ーは世界で最も 大き い石窟の修道院・ 寺院複合体のひと つである。 マハーラ ーシュ ト ラ 州のアウラ ン
ガーバード がそう 遠く ないと こ ろ にあり 、 2km以上に渡っ て広がるこ れら の34の修道院と 寺院は、 玄武岩の高
い崖の壁の中を横並びに掘ら れたも のである。 紀元後600～1000年にかけてモニュ メ ント が断絶するこ と なく
作り 続けら れたと いう 一連の流れをも つエローラ ーは、 古のイ ンド の文明を生き 返ら せるも のである。 特異な
芸術的創造と 技術的達成のみなら ず、 仏教と ヒ ンド ゥ ー教、 ジャ イ ナ教に捧げら れた聖地があるエローラ の複
合体は、 古代イ ンド の特徴であっ た寛容の精神を描き 出すも のでも ある。

179 ③ カ ルタ ゴの考古遺跡

カ ルタ ゴはチュ ニス湾に紀元前9世紀につく ら れた。 紀元前6世紀以降は、 地中海の大部分を範囲と する一大貿
易拠点に発展し 、 目覚し い文明化の拠点と なっ た。 長き にわたるポエニ戦争の過程で、 カ ルタ ゴはローマに属
する土地を占領するも のの、 紀元前146年、 最終的にローマはその敵を破壊し た。 その際に第2次「 ローマ風」
カ ルタ ゴが最初のカ ルタ ゴの町の廃墟の上に作り 上げら れた。 登録資産にはカ ルタ ゴ、 ローマ、 ヴァ ンダル、
原始キリ スト 教、 アラ ブの存在の痕跡が含まれている。 カ ルタ ゴの登録範囲で広く 知ら れている構成要素は、
ビュ ルサの丘、 港、 ト ペテの聖なる広場、 ネク ロポリ ス（ 墓地） 、 劇場、 円形闘技場、 聖堂、 アント ニヌ ス浴
場、 そし て考古的保護区域である。



205 ① メ ンフ ィ スのピラ ミ ッ ド 地帯

エジプト 古王国時代の首都には、 岩の墓や装飾さ れたマスタ バ、 神殿やピラ ミ ッ ド を含む、 途方も ない葬儀用
モニュ メ ント がある。 こ のピラ ミ ッ ド と それを取り 巻く 周囲の複合体は、 建築家イ ムホテプにより 設計さ れ、
飾り 立てら れた廟と し て世界で最も 古い建造物だと 一般に考えら れている。 ピラ ミ ッ ド 群は紀元前2650年から
紀元前2120年にかけて、 その栄光を誇示するために、 第3王朝の歴代のフ ァ ラ オの墓地と し て建設さ れた。 ギ
ザにあるク フ 王のピラ ミ ッ ド はエジプト のピラ ミ ッ ド の中で最大のも のである。 こ れは世界の七不思議のう
ち、 現存するただひと つのも のである。

205 ② ティ カ ル国立公園

並外れた生物多様性と 考古的重要性をも つこ と から 、 ティ カ ル国立公園は自然遺産と 文化遺産の登録基準を両
方満たし て登録さ れた数少ない世界遺産のひと つである。 グアテマラ 北部、 青々と し た植物に囲まれたジャ ン
グルの中心部に位置するティ カ ルは、 先コ ロンブス期の主要な政治・ 経済・ 軍事の中心地であり 、 マヤ文明が
遺し た最も 重要な考古的複合体のひと つである。 紀元前6世紀から 紀元後10世紀にかけてティ カ ルには人が住
んだ。 儀式の行われた中央部には寺院や神殿、 ピラ ミ ッ ド や傾斜によっ て囲まれた広場が含まれている。 ア・
カ カ ウ王の神殿と し ても 知ら れる1号神殿は、 マヤ文明の建築的意匠である特徴的なルーフ コ ムと 呼ばれる構
造物を頂点に載せている。

205 ③ シーギリ ヤの古代都市

父王を殺し たシンハラ 王国の王カ ッ サパ1世（ 477～495） によっ て築かれた都の廃墟が、 180mも の高さ のある
花崗岩（ ジャ ングルを全方位見下ろ す岩山「 獅子の山」 ） の頂上と 、 急な斜面の上に広がっ ている。 メ イ ンの
入り 口は岩の北側にある。 それは巨大な岩のラ イ オンの形に設計さ れており 、 今日ではその脚は残っ ているが
体にあたる上部の箇所は壊れてし まっ ている。 岩の西側の壁は「 シーギリ ヤ・ レディ ー」 と 呼ばれるフ レスコ
画でほと んど全て覆われていた。 18の女性を描いたフ レスコ 画が今日まで残っ ており 、 こ の都市の芸術が到達
し た水準を伝える。

225 ① アント ニ・ ガウディ の作品群

バルセロナやその近郊にある、 建築家アント ニ・ ガウディ （ 1852～1926） が建てた7つの資産は、 19世紀後半
と 20世紀初頭にガウディ が果たし た建築と 建造物における技術発展への創造的な貢献を証言し ている。 こ れら
の建造物は庭園、 彫刻、 装飾芸術、 そし て同様に建築のデザイ ンにおいて束縛のない自由さ を見せる、 相当に
個人的であり ながら 同時に折衷主義的なスタ イ ルを表し ている。 1984年にグエル公園、 グエル邸、 カ サ・ ミ ラ
の3つの資産が世界遺産に登録さ れ、 2005年には4つが加わっ た。 カ サ・ ヴィ センス、 カ サ・ バト リ ョ 、 コ ロニ
ア・ グエル聖堂の地下聖堂、 そし てサグラ ダ・ フ ァ ミ リ ア贖罪聖堂のガウディ が手がけた地下聖堂と 誕生の
フ ァ サード である。

225 ② リ スボンのジェ ロニモス修道院と ベレンの塔

ジェ ロニモス修道院と ベレンの塔は、 リ スボン港の入り 口にあるテージョ 川の岸辺に位置し ている。 修道院は
王に祈り を捧げるために、 また新世界の開拓に臨む船乗り たちの精神的な支えと するために、 王マヌ エル1世
によっ て建造が命じ ら れ、 ヒ エロニムス会の修道士たちに贈呈さ れた。 非常に豊かなその装飾は、 マヌ エル様
式芸術に典型的にみら れる繁栄をよく 表すも のである。 修道院から そう 遠く ないと こ ろ ある、 フ ラ ンシスコ ・
デ・ アフ ーダが1514年に建造し たベレンの塔は、 リ スボンの守護聖人の名をと っ たサン・ ヴィ センテの塔と し
ても 知ら れ、 またヴァ スコ ・ ダ・ ガマの遠征を 記念するも ので、 リ スボン港の防衛拠点と し ても 使われた。

225 ③ ブリ ュ ッ セルのグラ ン・ プラ ス

最も 古い記載は12世紀にさ かのぼるブリ ュ ッ セルのグラ ン・ プラ スには、 地方の有力者や公爵の権勢を象徴す
る建物や、 地方自治体の古い家々などがみら れる。 グラ ン・ プラ スは、 繁栄の絶頂期だっ た1695年にルイ 14世
の軍勢の恐るべき 爆撃を受けそし て復興し た、 ヨ ーロッ パ北部の商業都市ブリ ュ ッ セルの成功をと り たてて証
言するも のである。 3日間で破壊さ れたこ の中世都市の中心では、 街の行政長官と ギルド による監督のも と 、
再建運動が行われた。 グラ ン・ プラ スの周囲の建物は、 ゴシッ ク 様式と バロッ ク 様式の石造で再建さ れたも の
である。



247 ① ポツダムと ベルリ ンの宮殿と 庭園

1730年から 1916年の間につく ら れた500ヘク タ ールの公園と 150の建物を持つ、 ポツダムの宮殿と 庭園群は、 選
び抜かれた自然環境によっ てその唯一性が際立つ、 芸術的な一帯を形成し ている。 グリ ーニッ ケ湖と ハーフ ェ
ル川の岸に宮殿と 庭園が並んでおり 、 ベルリ ン･ツェ ーレンド ルフ 地区まで広がっ ている。 1745年から 1747年
の間にフ リ ード リ ヒ 2世によっ て建造さ れたサンスーシ宮殿は、 ド イ ツ・ ロコ コ 様式の傑作例であり 、 その庭
園はフ ラ ンス庭園の影響を受けている。 ポツダム宣言が発表さ れた歴史的舞台であるツェ ツィ ーリ エンホーフ
宮殿は、 サンスーシ宮殿の北東にある。

247 ② モスタ ル旧市街の石橋と 周辺

ネレト ヴァ 川の渓谷に位置するモスタ ルの旧市街は、 15世紀と 16世紀にはオスマン帝国の国境の街と し て、 19
世紀と 20世紀にはオースト リ ア・ ハンガリ ー帝国の統治下で発展し た。 モスタ ルはその古いト ルコ 風の家と 、
命名後はスタ ーリ ・ モスト と 呼ばれた「 古い橋」 によっ て長い間知ら れている。 し かし 、 1990年代に起き た紛
争のため、 名高い建築家スィ ナンによっ て設計さ れた多く の旧市街と 「 古い橋」 が破壊さ れた。 「 古い橋」 は
近年に再建さ れ、 旧市街の町並みの大部分は、 ユネスコ によっ て設立さ れた国際学術委員会のサポート を受け
修復あるいは再建が果たさ れている。

247 ③ カ ナイ マ国立公園

カ ナイ マ国立公園はベネズエラ の南東部、 ガイ アナと ブラ ジルの国境沿いに、 300万ヘク タ ールにわたり 広
がっ ている。 公園のおよそ65%が、 約17億年前の先カ ンブリ ア時代にさ かのぼるテーブルマウンテン（ テプ
イ ） 地形に覆われている。 テプイ は、 こ の周辺にし か生息し ない小さ な蛙オリ オフ リ ネアや食虫植物ヘリ アン
フ ォ ラ と いっ た生物が形成する、 他ではみら れない生態系を有し ている。 テプイ はまた、 地質学的な関心を集
めるも のでも ある。 切り 立っ た崖と 滝は、 途切れない滝と し ては世界で最も 高い、 高さ 979mのアンヘルの滝を
含んでおり 、 壮観な風景を形成し ている。

263 ① 九寨溝： 歴史的・ 景観的重要地区

四川省の北部で72, 000ヘク タ ールにわたり 広がる、 ジグザグ状をし た九寨溝の渓谷は、 岷山山脈で4, 800m以上
の標高に達するため、 多様な森林生態系の系列を含んでいる。 そのすばら し い眺めは、 細い円錐型カ ルスト 地
形の連続が特に際立っ ている。 それは水晶のよう な透明度をも ち、 青・ 緑・ 紫の奇妙な色をし た水溜り や湖、
滝による壮観な風景を生み出し ている。 140種ほどの鳥類や、 また同様にジャ イ アント パンダやキンシコ ウ、
スーチョ ワンタ ーキンを含む、 絶滅が危惧さ れる動物や植物が渓谷に多く 生息し ている。

263 ② テ・ ワヒ ポウナム

ニュ ージーラ ンド 南西部に位置するこ の公園の風景は、 連続する氷河作用によっ てフ ィ ヨ ルド や岩がちな沿
岸、 そびえ立つ崖、 湖や滝に形作ら れてき た。 アルパイ ン断層が地域を分断し 、 イ ンド ・ オースト ラ リ アプ
レート と 太平洋プレート の接点であるこ と から 、 地上に位置する世界の主要なプレート 境界の、 わずかに3つ
し かない区域のひと つと なっ ている。 公園の2/3は、 樹齢800年を超えるも のも あるナンキョ ク ブナと マキで覆
われている。 世界で唯一の山に棲むオウムであるケアが公園に生息し ており 、 また絶滅が危惧さ れている希少
な大型の飛べない鳥タ カ ヘやニュ ージーラ ンド の国鳥であるキーウィ も 同様に生息する。

263 ③ ンゴロンゴロ自然保護区

こ の保護区は高原やサバナ、 サバナ林区、 森林の広大な範囲にわたっ て広がっ ている。 伝統的な放牧を行っ て
いる半遊牧民族のマサイ の牧畜家と 共存し ている野生動物が棲み、 世界で最も 大き いカ ルデラ である壮観なン
ゴロンゴロ・ ク レータ ーを有する、 多様な土地利用ができ るエリ アと し て1959年に設立さ れた。 ヌ ーやシマウ
マ、 ガゼルと いっ た世界的に絶滅の危機に瀕し ている生物種が生息し ているため、 こ の資産は生物多様性保護
における地球規模での重要性を有し ている。 広範な考古学研究は、 人類の進化を証明する一連の長期の流れも
明ら かにし ている。 それは人類の二足歩行に関連する化石化し た足跡や、 オルド ゥ ヴァ イ 渓谷内における、 ア
ウスト ラ ロピテク スから ホモ・ サピエンスに至るまでのヒ ト 属の多様性や進化の流れを含んでいる。



279 ① スルツェ イ 火山島

アイ スラ ンド の南岸から 約32km離れた火山島、 スルツェ イ は1963年から 1967年にかけて起き た火山活動によっ
て形成さ れた新し い島である。 その誕生以来保護さ れているだけにより いっ そう 注目に値するも のであり 、 原
始的な自然の研究所を有する環境を提示し ている。 1964年に島の研究が始まっ て以来、 科学者たちは海流に
のっ て運ばれた種子の漂着、 カ ビ類やバク テリ ア、 菌類の登場を観察し 、 1965年にはその後10年間で10種類ま
でになる最初の維管束植物が続いた。 2004年には、 維管束植物は75種のコ ケ類、 71種の地衣類、 24種の菌類と
と も に60種が認めら れた。

279 ② ケープ植物区保護地域群

2004年に世界遺産リ スト に登録さ れ、 その資産は南アフ リ カ の南西端に位置し ている。 固有の、 また絶滅の危
機に瀕し た植物の多様性から 世界で「 最高のホッ ト スポッ ト 」 のひと つと みなさ れ、 生態学的、 生物学的そし
て進化に関わる、 現在進行形の重要な過程の類まれな実例を含んでいる。 植物と それに関わる動物相の並外れ
た集合体は、 100万ヘク タ ール以上のエリ アを覆う 13の保護区域群によっ て表さ れる。 こ れら の保護区は、
ケープ植物区地域に独自の、 美し く 特色あふれるフ ィ ンボス植生に結びついた傑出し た生態学的、 生物学的そ
し て進化的な過程を保存し ている。

279 ③ グレート ・ バリ ア・ リ ーフ

グレート ・ バリ ア・ リ ーフ はオースト ラ リ アの北東部の沿岸に位置する、 特筆に値する多様さ と 美し さ をも つ
場所である。 それは、 400種類のサンゴ、 1, 500種類の魚類、 4, 000種類の軟体動物と 240種類の鳥類がいる、 世
界で最大のサンゴ礁を含んでいる。 また、 海綿動物やイ ソ ギンチャ ク 類、 マリ ンワーム類、 甲殻類やその他の
生物においても 見事な多様性がみら れる。 と り わけ固有種にみら れる、 こ の多様性は、 グレート ・ バリ ア・
リ ーフ が並外れて科学的な、 かつ本質的な重要性を有し ているこ と を意味し 、 またジュ ゴン（ 海牛） やアオウ
ミ ガメ と いっ た絶滅危惧種を多数含んでいる。
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